





















































































































トナムのフエ教育大学の Nguyen Anh Dan氏とベトナム国家大学ホーチミン社
会科学校の Ngo Tra Mi氏は、村上春樹の文学に熱中するベトナムの若者の心
理をそれぞれの読書経験から描写してくれる。
日文研の稲賀繁美氏の「台湾における満洲地域文化研究の現状瞥見」は、
2013年 3月 19日に、台湾中央研究院・人文社会科学研究中心・アジア太平洋
区域研究専題中心が主催した懇談会での研究報告と発言を整理し、日本の植民
地だった台湾と満洲はいずれも周縁地域とされ、中国文化史から排除された共
通点があること、また、台湾では人的資源や資料の蓄積が豊富であるため、台
湾を中心とする満洲研究の必要性が論じられたことを紹介する。稲賀氏は、満
洲国を「偽」という一字で片付けて満洲の歴史を改竄した問題や、満洲で実験
した多民族国家の理念を考察し、帝国日本の世界規模の移民政策の中に満洲問
題を位置づける必要があると指摘する。
以上、本報告集では、世界各地で生まれている新しい角度からの日本研究の
成果と同時に、日本研究が進行していない地域の問題を紹介する。日本研究の
現状を把握するうえで有用なデータも多いので、研究推進のために役立つこと
を期待している。
